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実施体制

アルバトロス・テ
クノロジー

① 浮体式風車
全体システムの
開発

電源開発

② 安全性評価
法の開発
③ サプライチェー
ン分析・調査

東京電力ホール
ディングス

④ 大型機のた
めの数値解析
手法の確立

川崎汽船

⑥ 設置および
保守・運転維持
コスト低減の研
究
⑦ 船舶金融と
ライフサイクル評
価

住友重機械マリ
ンエンジニアリン
グ

⑤ 大型機のた
めの設計技術
及び生産技術
の研究

再委託先：福井ファイバーテック(株)、(株)ジーエイチクラフト、ケイライン・ウ
インド・サービス(株)、大阪大学、中部大学、東京大学、ICC革新複合材料研究開発
センター(金沢工業大学)
事業期間：2024年9月～2026年3月













• 主要部材・部品の製造・供給に関したサプライチェーン調査を実施した

• 各メーカにおける国内調達率、製造上ボトルネックを抽出した。
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3. サプライチェーンの分析・調査

製造上ボトルネックとなり得る事項（複数回答可）

調査方法

ヒアリング調査

アンケート調査

調査結果

サプライチェーン調査 調査方法

担当 電源開発









5.大型機の設計･生産技術 
浮体製造方法の検討および年間製作可能基数の推定を行い、量産化に向けた課
題を抽出した。
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年間生産可能基数
約55基/年

活動協力
会社

主要商品 製作範囲
2MW機
年間製作
可能基数

A社 製缶構造物 全て 7基
B社 製缶構造物 全て（設備投資前提） 8基

板曲げ＋円筒ブロック製作 2.5基

C社 製缶構造物 板曲げ＋円筒ブロック製作 2基

D社 船舶ブロック 板曲げ＋円筒ブロック製作 1基

E社 船舶 総組（設備投資前提） 4基

1社で全て製作：
7基×5社(仮定)＝35基/年

複数社で協力して製作：
4基×5組(仮定)＝20基/年

担当 住友重機械マリンエンジニアリング



5.大型機の設計･生産技術

風車ブレードおよびアームの大断面部材に適用可能な連続成形プロセスを提案。
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担当 住友重機械マリンエンジニアリング







今後の取り組み、まとめ
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• 浮体式垂直軸型風車の実現性を検証するため、基本設計を行い技術鑑
定をうけた

• サプライチェーン、製造、設置、LCAの課題抽出を行った。

■課題と今後の取組

• 2MW機の洋上実証に向けた基本設計、詳細設計を進める

• 大型機PTOの設計と耐久性検証、認証プロセスは課題

■実用化・事業化の見通し

・2029年の2MW機洋上実証、その後の早期事業化をめざす


